
 

充実した BFC 活動の１１月、後継への決意を新たに！！  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小中合同文化祭開催！学習の成果を発表しました  
                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Love Land aiLand 
 

新宮中学校相島分校 

令 和 ４ 年 １ ２ 月 １ 日 

 

分 校通信    N o . ９ 

 １２日（土）に小中合同文化祭を開催しました。コロナ禍において昨年度は実施できなかった音楽「合唱・合奏」、体育「ダンス」を

島の方々や保護者の方々の前で披露しました。ダンスでは、１０月から外部講師をお招きし、本格的な動きを学びました。当初は慣れな

い動きで筋肉痛になる生徒、苦手に感じてなかなか積極的ではなかった生徒もいました。しかし、自分たちで音楽を選び、自分たちでダ

ンスの振り付けを考えることで、自分たちのダンスを表現したいという気持ちが高まっていきました。やがて昼休みに自主的に練習をす

る生徒が出るようになり、家でも動画を見て自主練を重ねました。こうして少しずつダンスを自分たちのものにしていくことができまし

た。当日は、音楽に合わせて笑顔を見せながら踊る姿が印象的で、島の方たちからも好評だったようです。難しいと思うことにも諦めず

に粘り強く取り組むことの大切さを学び、皆で一つのものを作り上げる充実感と達成感を味わうことができた文化祭でした。 

３日（木）まつり新宮での規律訓練の披露、1７日（木）一斉夜回り、２０日（日）糟屋区中文連総合発表会でのポンプ操法披露、

２２日（火）退団式と、11 月はたくさんの BFC 活動を経験しました。ポンプ操法は、室内での映像と実演を交えた披露でしたが、

経験を重ねるたびに一人一人の動きの切れがよくなり、まとまりのある演技ができるようになりました。今年度は、ポンプ車が２台

になり、2班を編成して全員が関わることができるようになったことで、チームとしての団結力が高まったように思います。また、

それぞれが自分の課題を捉え、目標をもって活動に粘り強く取り組むことができるようになりました。これも、３年生の誠実に取り

組む姿が後輩たちへの模範となったからであり、さらに団結力を高めることにつながったと感じました。また、一斉夜回りでは、島

の方々からの「ありがとう」や「頑張ってね」という温かい声かけをいただく中で、BFC 活動への責任感の重さをあらためて実感し、

後輩たちにも引き継いでいかなければならないという強い思いをもつことができました。この思いは今後の BFC 活動への励みと原動

力につながるはずです。退団式では、３年生にとって最後のポンプ操法の披露の場となりました。粕屋北部消防本部の皆さまの前で

堂々と自信にあふれる姿を見せることができました。３学期からは新編成でのスタートとなります。これまでの先輩たちから引き継

いできた伝統を守り、１・２年生が成長してくれることを期待しています。 
 

【１年間の反省】－BFC 退団式の言葉（一部抜粋）ー     

・僕は、入団してから２年半の間、ずっと夜回りをしてきました。１年生の頃は、なにもわからず、先輩にいろんなことを教えてもらい

ました。２年生では１年生に教えることの難しさを学びました。今は、３年生として、そして中隊長として、BFC を支えることができる

ようになりました。長い伝統を受け継ぎ、そして今日、次の世代にバトンを渡すことができます。僕はこのことを誇りに思います。もち

ろん僕一人の力ではありません。皆さん今日までありがとうございました。(３年生) 

・この３年で自分の苦手ではないサポートや周りを引っ張ることに力を入れて、少しはみんなの力になることができたと思います。入

団したころは自分の動きに全く自信がありませんでしたが、１年生の頃は自分のこと、２年生ではサポート、３年生では全体の指導、

と先輩たちの姿を見て毎年少しずつですが自分の出来ることが増えてきて、そのたびに新たな気づきや次に活かせることを得られまし

た。今日をもって３年生は退団しますが、これからもできることがあればサポートをしていきたいと思います。皆さんが私たち３年生

の思いを受け継ぎ、新しい伝統を築いていってくれることを期待しています。３年間ありがとうございました。（３年生） 

 

 



身だしなみ検討委員会 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の行事 

 

 

 今年度、新宮町内の３つの中学校合同で「身だしなみ検討委員会」を設置し、

生徒たち自身が学校での身だしなみについてどうあるべきかを考えています。

集まることが難しいため、オンラインで意見を交流する取組をしています。「生

徒一人一人の人権を尊重したものであること」、「健康上の配慮がなされたもの

であること」、「社会の常識や時代の進展などをふまえたものであること」とい

う観点で、学校ごとに具体的に意見や理由を出し合っています。２回目には、

弁護士の方を講師に迎えて、ルールを守る大切さや意義について講話をしてい

ただきました。１２月にも検討委員会をもち、３校で意見をまとめていく予定

です。 

 


